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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

高速炉において一部の燃料集合体に置き換えて装荷すること

で炉心損傷事故の発生を防止する集合体型の受動的炉停止デバ

イスについて、デバイスに用いる燃料の候補材、事故時の燃料移

動を実現するピン構造、デバイス動作時の核・熱流動特性等の観

点から総合的に検討し、本デバイスの工学的成立性ならびに実現

性を示すことを目的として、以下の研究開発を行う。 

１）デバイス材料開発 

２）デバイス構造開発 

３）炉心開発 

４）総合評価 

２．総合評価 
Ａ 

・ナトリウム高速炉の受動的安全機能として、炉心停止デバイス

の開発から安全解析までをワンスルーで実施したことは評価が

できる。 

・研究成果により特許を取得したことは評価ができる。 

・社会実装のためには、核燃料サイクルとの整合性についても検

討をするとよい。 

 

 

 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


